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☐

☐
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実施

認定 継続認定

項目 採用者数

継続実施

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 FIT証明

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

新規採用を継続する。
2021年度10人
→20２４年度10人

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年度：２回

電気自動車への切替コストを予算化することが困難で
あった。車両代のみならず、充電機器の設置などインフラ
面でのコストも大きいと判断し、導入まで至らず目標未達
成となった。

項目 健康経営優良法人

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

継続的な新卒採用と、高齢者雇用延長の促進 現状（2025年） 更新時（3年後）

入替数 ゼロ台

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

14名

前期の指標に対する実績

17名
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

外部教育機関のとの連携強化。
20２１年度1回
→20２４年度3回

前期の指標に対する実績

外部教育機関との連携（教師派遣、実習生受け入れ等）を
行い、人材育成への協力を行う。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

県内大学校、専門学校にて、業界説明および勉強会に参加
し、講義を実施した。ただし、2024年度は、２校（１回づ
つ）で計２回と、2024年度3回の目標には未達成となっ
た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 各部門の業務量が想定より多くなり、採用者の募集者数
も増やす状況となった。そのため、新規採用者は目標を大
きく上回り達成となった。

採用者：15名

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

ＩＴ企業である自社が公立教育機関への実務者教員の社員派遣を通じた人材育成への協力や自社健康増
進イベントの結果をもとに金額換算をした相当額を社会福祉事業団体へ寄付

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

社有車の電気自動車等の導入・再生用紙利用の導入にて
ガソリン消費の削減やリサイクル運用を拡大する

電気自動車への入替実施
２０２１年度　未実施
→20２４年度　実施

継続的な新卒採用と、高齢者雇用延長の促進。

経済

環境

事業者名 株式会社 熊本計算センター

経営理念の「私たちは、お客様を第一に考え、行動し、デジタル技術によりお客様と共に社会の課題を解
決します。事業を通じて社会に貢献し、社員、ステークホルダーが皆、幸せになるようにチャレンジし続け
ます。」をまもり、ＩＴ人材の育成を行い地域社会への貢献。また資源の有効利用を行い環境維持への貢
献。健康経営、働き方改革などを行い社員が活き活きとした生活ができる健全な経営をめざす。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

社屋供給の電力について、非化石もしくはCO2
排出量低減となるエネルギー源の活用

健康経営による職場の活性化
※ブライト５００の継続認定


